






















要約:平成 6 年度の SIDS の文献調査を行った。1993 年一 1994 年の間のインデックスクス

ディックスおよび医学中央雑誌に掲載された SIDS 関連文献、英文 193 件、日本語 38 件の

計 231 件についてテーマごとにその内容を分析した。今年度の文献レビューでいくつかの

テーマとなった点は、①日本からの SIDS 関連論文が増加したこと。②うつ伏せ寝と SIDS

の関係がほぼ受け入れられたこと。そしてそれにともなって SIDS の発生頻度が明らかに

減少したこと。③SIDS の定義をめぐり、死亡状況を加える件等に関する議論が行われた

こと、等があげられよう。


